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   Ｃ０７Ｄ 471/04    １１７Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】平成20年10月23日(2008.10.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
式Ｉ’の化合物またはその薬学的に受容可能な誘導体またはプロドラッグであって：

【化１】

　ここで：
　ＲｘおよびＲｙは、Ｔ－Ｒ３またはＬ－Ｚ－Ｒ３から独立して選択されるか、またはＲ
ｘおよびＲｙは、これらの介在原子と一緒になって、酸素、硫黄、または窒素から選択さ
れる、０～３個の環ヘテロ原子を有する、縮合した、不飽和または部分的に不飽和の５～
７員環を形成し、ここで、ＲｘおよびＲｙによって形成される該縮合環の、各置換可能な
環炭素は、オキソ、Ｔ－Ｒ３、またはＬ－Ｚ－Ｒ３によって独立して置換されて、そして
ＲｘおよびＲｙによって形成される該環の、各置換可能な環窒素は、Ｒ４によって独立し
て置換されており；
　Ｍは、－Ｃｌまたは－Ｓ(Ｏ)２ＣＨ３から選択され；
　Ｔは、原子価結合またはＣ１～４アルキリデン鎖であり、ここでＱが、－ＣＨ（Ｒ６）
－である場合、該Ｃ１～４アルキリデン鎖のメチレン単位が、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｎ（Ｒ
４）－、－ＣＯ－、－ＣＯＮＨ－、－ＮＨＣＯ－、－ＳＯ２－、－ＳＯ２ＮＨ－、－ＮＨ
ＳＯ２－、－ＣＯ２－、－ＯＣ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ）ＮＨ－、または－ＮＨＣＯ２－に
より必要に応じて置き換えられ；
　Ｚは、Ｃ１～４アルキリデン鎖であり；
　Ｌは、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＳＯ－、－ＳＯ２－、－Ｎ（Ｒ６）ＳＯ２－、－ＳＯ２Ｎ（
Ｒ６）－、－Ｎ（Ｒ６）－、－ＣＯ－、－ＣＯ２－、－Ｎ（Ｒ６）ＣＯ－、－Ｎ（Ｒ６）
Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｎ（Ｒ６）ＣＯＮ（Ｒ６）－、－Ｎ（Ｒ６）ＳＯ２Ｎ（Ｒ６）－、－Ｎ
（Ｒ６）Ｎ（Ｒ６）－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ６）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ６）－、－Ｃ（Ｒ
６）２Ｏ－、－Ｃ（Ｒ６）２Ｓ－、－Ｃ（Ｒ６）２ＳＯ－、－Ｃ（Ｒ６）２ＳＯ２－、－
Ｃ（Ｒ６）２ＳＯ２Ｎ（Ｒ６）－、－Ｃ（Ｒ６）２Ｎ（Ｒ６）－、－Ｃ（Ｒ６）２Ｎ（Ｒ
６）Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｒ６）２Ｎ（Ｒ６）Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｒ６）＝ＮＮ（Ｒ６）
－、－Ｃ（Ｒ６）＝Ｎ－Ｏ－、－Ｃ（Ｒ６）２Ｎ（Ｒ６）Ｎ（Ｒ６）－、－Ｃ（Ｒ６）２
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Ｎ（Ｒ６）ＳＯ２Ｎ（Ｒ６）－、または－Ｃ（Ｒ６）２Ｎ（Ｒ６）ＣＯＮ（Ｒ６）－であ
り；
　Ｒ２およびＲ２’は、－Ｒ、－Ｔ－Ｗ－Ｒ６から独立して選択されるか、あるいはＲ２

およびＲ２’は、それらの介在原子と一緒になって、縮合した５～８員の不飽和または部
分的不飽和の、窒素、酸素、または硫黄から選択される０～３の環ヘテロ原子を有する環
を形成し、ここで、Ｒ２およびＲ２’によって形成された該縮合環の各置換可能な環炭素
は、ハロ、オキソ、－ＣＮ、－ＮＯ２、－Ｒ７または－Ｖ－Ｒ６により独立して置換され
、そしてＲ２およびＲ２’により形成される該環の各置換可能な環窒素は、Ｒ４により独
立して置換され；
　Ｒ３は、－Ｒ、－ハロ、－ＯＲ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ、－ＣＯ２Ｒ、－ＣＯＣＯＲ、－ＣＯ
ＣＨ２ＣＯＲ、－ＮＯ２、－ＣＮ、－Ｓ（Ｏ）Ｒ、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ、－ＳＲ、－Ｎ（Ｒ４

）２、－ＣＯＮ（Ｒ７）２、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ７）２、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ、－Ｎ（Ｒ７）Ｃ
ＯＲ、－Ｎ（Ｒ７）ＣＯ２（Ｃ１～６脂肪族）、－Ｎ（Ｒ４）Ｎ（Ｒ４）２、－Ｃ＝ＮＮ
（Ｒ４）２、－Ｃ＝Ｎ－ＯＲ、－Ｎ（Ｒ７）ＣＯＮ（Ｒ７）２、－Ｎ（Ｒ７）ＳＯ２Ｎ（
Ｒ７）２、－Ｎ（Ｒ４）ＳＯ２Ｒ、または－ＯＣ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ７）２から選択され；
　各Ｒは、水素またはＣ１～６脂肪族、Ｃ６～１０アリール、５～１０個の環原子を有す
るヘテロアリール環、もしくは５～１０個の環原子を有するヘテロシクリル環から選択さ
れる、必要に応じて置換された基から独立して選択され；
　各Ｒ４は、－Ｒ７、－ＣＯＲ７、－ＣＯ２（必要に応じて置換されたＣ１～６脂肪族）
、－ＣＯＮ（Ｒ７）２または－ＳＯ２Ｒ７から独立して選択され；
　Ｖは、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＳＯ－、－ＳＯ２－、－Ｎ（Ｒ６）ＳＯ２－、－ＳＯ２Ｎ（
Ｒ６）－、－Ｎ（Ｒ６）－、－ＣＯ－、－ＣＯ２－、－Ｎ（Ｒ６）ＣＯ－、－Ｎ（Ｒ６）
Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｎ（Ｒ６）ＣＯＮ（Ｒ６）－、－Ｎ（Ｒ６）ＳＯ２Ｎ（Ｒ６）－、－Ｎ
（Ｒ６）Ｎ（Ｒ６）－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ６）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ６）－、－Ｃ（Ｒ
６）２Ｏ－、－Ｃ（Ｒ６）２Ｓ－、－Ｃ（Ｒ６）２ＳＯ－、－Ｃ（Ｒ６）２ＳＯ２－、－
Ｃ（Ｒ６）２ＳＯ２Ｎ（Ｒ６）－、－Ｃ（Ｒ６）２Ｎ（Ｒ６）－、－Ｃ（Ｒ６）２Ｎ（Ｒ
６）Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｒ６）２Ｎ（Ｒ６）Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｒ６）＝ＮＮ（Ｒ６）
－、－Ｃ（Ｒ６）＝Ｎ－Ｏ－、－Ｃ（Ｒ６）２Ｎ（Ｒ６）Ｎ（Ｒ６）－、－Ｃ（Ｒ６）２

Ｎ（Ｒ６）ＳＯ２Ｎ（Ｒ６）－、または－Ｃ（Ｒ６）２Ｎ（Ｒ６）ＣＯＮ（Ｒ６）－であ
り；
　Ｗは、－Ｃ（Ｒ６）２Ｏ－、－Ｃ（Ｒ６）２Ｓ－、－Ｃ（Ｒ６）２ＳＯ－、－Ｃ（Ｒ６

）２ＳＯ２－、－Ｃ（Ｒ６）２ＳＯ２Ｎ（Ｒ６）－、－Ｃ（Ｒ６）２Ｎ（Ｒ６）－、－Ｃ
Ｏ－、－ＣＯ２－、－Ｃ（Ｒ６）ＯＣ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｒ６）ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ６）－、
－Ｃ（Ｒ６）２Ｎ（Ｒ６）ＣＯ－、－Ｃ（Ｒ６）２Ｎ（Ｒ６）Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｒ６

）＝ＮＮ（Ｒ６）－、－Ｃ（Ｒ６）＝Ｎ－Ｏ－、－Ｃ（Ｒ６）２Ｎ（Ｒ６）Ｎ（Ｒ６）－
、－Ｃ（Ｒ６）２Ｎ（Ｒ６）ＳＯ２Ｎ（Ｒ６）－、－Ｃ（Ｒ６）２Ｎ（Ｒ６）ＣＯＮ（Ｒ
６）－、または－ＣＯＮ（Ｒ６）－であり；
　各Ｒ６は、水素、または必要に応じて置換されたＣ１～４脂肪族基から独立して選択さ
れるか、あるいは同一の窒素原子上の２つのＲ６基は、該窒素原子と一緒になって、５～
６員のヘテロシクリル環もしくはヘテロアリール環を形成し；そして
　各Ｒ７は、水素または必要に応じて置換されたＣ１～６脂肪族基から独立して選択され
るか、あるいは同一の窒素上の２つのＲ７基は、該窒素と一緒になって、５～８員のヘテ
ロシクリル環またはヘテロアリール環を形成する、
　化合物またはその薬学的に受容可能な誘導体またはプロドラッグ。
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